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京都大学大学院生命科学研究科規程 

 

［平成 11年 3月 9日達示第 3号制定］ 

 

 第 1 専攻 

第 1 条 本研究科の専攻は、次に掲げるとおりとする。 

 統合生命科学専攻 

 高次生命科学専攻 

 第 2 入学 

第 2 条 入学手続及び入学者選抜方法は、生命科学研究科会議（以下「研究科会議」という。）で定める。 

2   京都大学通則（以下「通則」という。）第36条の 2 第 1 項ただし書の規定による入学に関する事項は、

研究科会議で定める。 

第 3 条 入学候補者の決定は、研究科会議で行う。 

 第 3 転学、転科及び転専攻 

第 4 条 通則第40条第 1項の規定により本研究科に転学又は転科を志望する者には、選考のうえ、研究科会

議の議を経て、許可することがある。 

2   本研究科学生で転専攻を志望する者には、欠員のある場合に限り、研究科会議の議を経て、許可するこ

とがある。 

 第 4 授業、研究指導及び学修方法 

第 5 条 科目、その単位数、授業時間数及び研究指導に関する事項は、研究科会議で定める。 

第 6 条 各学生につき、指導教員を定める。 

2  学生は、学修につき、指導教員の指導を受けなければならない。 

第 7 条 通則第44条第 1項の規定により他の研究科等の科目を履修し、又は他の研究科において研究指導を

受けようとする者は、指導教員の承認を得て、所定の期日までに生命科学研究科長に願い出なければなら

ない。 

第 8 条 通則第45条第 1項、第 2項又は第 4 項の規定により他の大学の大学院の科目を履修し、又は外国の

大学の大学院に留学し、その科目を履修しようとする者には、研究科会議の議を経て、許可することがあ

る。 

2   通則第45条第 3項の規定により外国の大学の大学院が行う通信教育における授業科目を我が国において

履修しようとする者には、研究科会議の議を経て、許可することがある。 

3   通則第46条第 1項の規定により他の大学の大学院若しくは研究所等において研究指導を受け、又は休学

することなく外国の大学の大学院若しくは研究所等に留学し、研究指導を受けることを志望する者には、 

研究科会議の議を経て、許可することがある。 

4  前 3項の規定による許可の願い出については、前条の規定を準用する。 

第 9 条  次の各号に掲げる科目、単位数、研究指導及び在学年数の一部又は全部は、研究科会議の議を経て、

それぞれ修士課程又は博士後期課程の修了に必要な科目、単位数、研究指導又は在学年数として認定する
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ことができる。 

 一  転学、転科又は転専攻前に、本学又は他の大学の大学院で履修した科目、単位数、受けた研究指導及

び在学年数 

 二 前二条の規定により履修した科目、単位数及び受けた研究指導 

 三  通則第46条の 2第 1項の規定により本研究科に入学する前に大学院において履修した科目について修

得した単位数（大学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第15条において準用する大学設置基準（昭

和31年文部省令第28号）第31条に定める科目等履修生として修得した単位数を含む。 

第 5 試験等 

第 10条 試験は、科目ごとに適宜行う。 

第 11条 研究指導の認定方法は、研究科会議で定める。 

第 6 学位論文の審査及び課程修了の認定等 

第 12条 通則第50条第 3項の規定により、博士後期課程においては、研究科会議の定める科目につき、所定

の単位以上を修得するものとする。 

第 13条 修士論文及び博士論文の審査及び試験は、京都大学学位規程の定めるところにより、研究科会議で

行う。 

第 14条 修士論文及び博士論文の提出の時期及び要件並びに試験実施の時期及び方法は、研究科会議で定め

る。 

第 15条 修士課程及び博士後期課程の修了の認定は、研究科会議で行う。 

第 16条 通則第57条の規定により博士の学位を得ようとする者は、博士論文を提出し、かつ、専攻学術に関

し、大学院の博士後期課程を修了した者と同等以上の学識を有することの確認を経なければならない。 

2   前項の専攻学術に関する学識の確認は、筆答試問及び口答試問により行う。ただし、研究科会議の議を

経て、他の方法によることができる。 

3  提出論文の審査及び試験は、第13条の手続による。 

第 17条 本研究科博士後期課程に所定の年限在学し、必要な研究指導を受けて退学した者が、通則第57条の

規定により学位の授与を申請したときは、研究科会議の議を経て、前条第 2項の学識確認のための試問を

免除することができる。 

第 7 外国学生、委託生、科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、特別研究学生及び特別交流学生 

第 18条 外国学生、委託生、科目等履修生又は聴講生として入学を志望する者には、選考のうえ、研究科会

議の議を経て、許可することがある。 

第 19条 通則第63条第 1項、第 2項又は第 3 項の規定により特別聴講学生、特別研究学生又は特別交流学生

として志望する者には、研究科会議の議を経て、許可することがある。 

 

 附 則 

 この規程は、平成 11年 4月 1日から施行する。 

 附 則（平成 14 年達示第 19号） 

 この規程は、平成 14年 4月 1日から施行する。 
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 改正 平成 14年 4月 1日達示第 19号 

 附 則（平成 16 年達示第 111号） 

 この規程は、平成 16年 7月 30日から施行し、平成 16年 4月 1日から適用する。 

 改正 平成 16年 7月 30 日達示 111号 

附 則（平成 18 年達示第 41号） 

 この規程は、平成 18年 5月 30日から施行し、平成 18年 4月 1日から適用する。 

  改正 平成 18年 5月 30 日達示 41号 

  附 則（平成 20 年達示第 36号） 

 この規程は、平成 20年 6月 23日から施行し、平成 20年 4月 1日から適用する。 

 改正 平成 20年 6月 23 日達示 36号 

附 則（平成 25 年達示 74号） 

この規程は、平成 25年 12月 26日から施行し、平成 25年 12月 1 日から適用する。 

改正 平成 25年 12月 26日達示 74号 

  附 則 

この規程は、平成 27年 4月 1日から施行する。 



4.修士課程の修了要件等について 
 
1 修了要件 

修士課程に 2 年以上在学して、研究指導を受け、次表に掲げるとおり修了に必要な科目につき 30 単位以

上を修得し、かつ、本研究科の行う修士論文の審査及び試験に合格すること。 

■修了に必要な科目及び単位数表 

科目区分 単位数 
自専攻必修科目〔（実験及び演習）〕 20 単位 
研究科共通必修科目 
（研究の原点とルール：Beginning Science） 

1 単位 

研究科共通選択科目 
＊1 海外留学に係る単位 
＊2 他研究科科目 

9 単位以上 

計 30 単位以上 

＊1 留学前に申請が必要です。 

＊2 本研究科教務委員会の議を経て、修士課程の修了に必要な科目及び単位数として認定されることがあります。 

 
2 授業、試験、単位の認定、成績評価の基準、成績の異議申し立てについて 

授業は次による「講義」及び「実験及び演習」で構成される。 

1） 講義 
修士課程の講義では、いろいろな分野の基本的な考え方や知識を提供することを目的としています。それ

は、早期に幅の広い土台を形成することが将来の飛躍に繋がると考えているからです。したがって、自分

のなじみの薄い分野の講義を積極的に履修することを推奨します。各講義では、基本を重視し、初めて聞

く方に配慮した構成・内容を考えて行いますので、安心して未知の分野の講義に積極的に参加してくださ

い。 
講義は集中・オムニバス方式で行います。 
注)「オムニバス方式」とは、１科目を複数の教員がリレー方式で担当するもの。 

2） 講義時間 
1 時限  8:45～10:15 
2 時限 10:30～12:00 
3 時限 13:00～14:30 
4 時限 14:45～16:15 
5 時限 16:30～18:00 

3） 特別実験及び演習【前期・後期 各 5単位】 
定められた指導教員及びそのスタッフにより当該研究室で研究している諸問題について、実験及び演習を

行います。 

4） 履修登録 
前後期の定められた期間に KULASIS にて履修登録を行ってください。なお、「特別実験及び実習」につ

いては、予め設定していますので、履修登録の際必ず確認してください。 

5） 試験 
試験は原則として、講義が行われた学期の終わりに実施します。 
ただし、科目によっては当該科目終了直後に行う場合もあるのでKULASIS を確認してください。 

6） 単位の認定 
単位の認定は、履修した科目の成績によって認定されます。履修登録していない科目の認定はされません。 
同一科目を複数回履修した場合は、修得年度が最も早い単位のみ修了に必要な単位として認めます。 

7） 成績評価の基準 
成績評価の基準は、各科目の開講時に担当者より説明します。本研究科では、①優・良・可・不可、②評



点（100～0 点）、③合格・不合格で成績評価を行っており、①不可、②60 点未満、③不合格の場合は、単

位が認定されません。 
【参考】「優」は 80点以上、「良」は 70点以上、「可」は 60点以上、「不可」は 60 点未満 

8） 成績の異議申し立て 
授業科目の成績評価に対する異議申し立てを行う場合は、学業成績確認期間内に、所定用紙（KULASIS

に掲載）を生命科学研究科教務掛に提出してください。①採点の誤記入等、明らかに担当教員の誤りである

と思われるもの、②シラバス等により周知されている成績評価の方法などから、明らかに採点方法につい

て疑義があるものについて受付を行います。 
 
3 海外留学の単位について 

外国の大学院に留学しその大学院における生命科学関係の大学院レベルの科目履修を希望し、修得した単

位について本人から本研究科における授業科目を履修したものとして取り扱うことの願い出があった場合

は、修了に必要な単位として認められることがあります。ただし、留学前に申請及び許可されることが必

要となります。手続きに時間を要しますので、出発の3ヶ月前には申請書類の提出をするようにしてくださ

い。詳細は教務掛で確認してください。 
 

4 他研究科の科目履修について 
他研究科科目の履修を希望する場合は、指導教員の承認を得たうえで、所定日までにKULASIS にて聴講

申請を行ってください。他研究科がKULASISにて聴講を受付けていない場合は、「他研究科聴講願」（様式

はKULASIS に掲載）に指導教員の承認印を得て生命科学研究科教務掛へ提出してください。 
 
5 全学共通科目大学院共通科目群・大学院横断教育科目群科目の履修について 

全学共通科目大学院共通科目群及び大学院横断教育科目群とは、大学院学生を対象に、専門以外に素養と

して備えておくべき知識・技能の教授を目的として平成 30 年度から開講される科目です。当該科目（本研

究科提供科目を除く。）の履修を希望する場合は、「全学共通科目履修の手引き」を参照のうえ、所定の手続

きを行ってください。なお、全学共通科目は修了に必要な科目及び単位数として認定されませんので、注

意してください。 
 
6 修士課程修了手続きについて 

修士課程修了に伴う提出書類及びその期限は次のとおりです。なお、修士論文の審査及び試験の実施内

容・方法・日時等については、指導教員の指示に従ってください。 

■提出書類等 

提出書類 部数 提出先 提出期限 
①学位論文審査願（論文目録を含む。） 1部 生命科学研究科教務掛 

1月下旬 
②修士論文 3部 指導教員 

③修士論文要旨(Ａ４判１枚程度) 
3部 指導教員 
1部 生命科学研究科教務掛 

 (注) 修士論文と論文目録の「題目」の一致を確認すること。また、提出後「題目」に変更が生じた場合

には、必ず申し出ること。 

【修士論文の体裁】 
(1) 日本語又は英語により作成すること。ただし、発表論文を単に和訳したものやコピー＆ペーストし

たものは認めない。 

(2) Ａ４判(左綴じ)とし、原則としてパソコンにより作成すること。 

(3) 図表等も組み込んだ形の論文としての体裁を整えること。 

(4) 最終ページに連絡先メールアドレスを記載すること。 

 
 ・審査基準については「13.学位審査について（pg.88）」を参照すること。 



（研究科共通科目） 担当教員の太字：コーディネーター

後期
4月 9日 (火)

4月16日 (火)

4月23日 (火)

5月 7日 (火)

5月14日 (火)

5月21日 (火)

5月28日 (火)

6月 4日 (火)

6月11日 (火)

6月25日 (火)

4月23日 (火)

5月 7日 (火)

5月14日 (火)

5月21日 (火)

5月28日 (火)

6月 4日 (火)

6月11日 (火)

6月25日 (火)

7月 2日 (火)

7月 9日 (火)

7月16日 (火)

7月23日 (火)

10月 1日 (火)

10月 8日 (火)

10月15日 (火)

10月29日 (火)

11月 5日 (火)

11月12日 (火)

11月19日 (火)

11月26日 (火)

7月31日 (水)

8月 1日 (木)

講義
コード

1025000

1026000

1028000

1031000

1030000

1027000

1029000

1037000

6.修士課程授業科目一覧

開講年度・予定日

予定日(曜日)

吉村 成弘

福澤 秀哉

遠藤 求

東樹 宏和

碓井  理夫

永尾 雅哉

１
集中

(火3,4)

碓井 理夫

今吉 格

加藤 裕教

大塚 俊之

松崎 文雄

研究の原点とルール
：Beginning Science 1 集中

(火2～5)

集中
(火3,4)

高原 和彦

土方 誠

朝長 啓造

垣塚 彰

杉田 昌彦

清水 章

渡邊 直樹

増田 誠司

CARLTON, Peter

上村  匡

HEJNA, James

荒木 崇

河内 孝之

単位数

必修 選択
2019 年度

前期

１

学年 担当教員

１

HEJNA, James

集中
（火2）

野田 岳志

片山 高嶺

山城 佐和子

１

集中
(火3,4)

授業科目

疾患・免疫生命科学特論

動物発生・再生特論

研究倫理・研究公正(生命系)

染色体生命科学特論

多細胞体ネットワーク特論

植物生命科学特論

Life Science:
From Basics to
Applications,
From Molecular Biology to
Systems Biology

シグナル伝達学特論

北島 智也

三好 知一郎

松本 智裕

大塚 俊之

井倉 毅

神戸 大朋

粂田 昌宏

白石 英秋

西浜 竜一

髙里 実

根岸 学

影山 龍一郎

（選択）0.5単位　　＊詳細については18ページ参照。

集中
(火3,4)

１

見学 美根子

上村 匡

安達 泰治

井上 康博

榎本 将人

今城 正道

大澤 志津江

藤田 尚志 １

豊島 文子

髙田 穣

古谷 寛治

酒巻 和弘

教室

先端科学研究棟
セミナー室

先端科学研究棟
セミナー室

農学・生命科学
研究棟
セミナー室2

医学・生命科学総
合研究棟
セミナー室A

医学・生命科学総
合研究棟
セミナー室A

医学・生命科学総
合研究棟
セミナー室A

先端科学研究棟
セミナー室

理化学研究所

中世古 幸信

石川 冬木

Ⅰ
又は
Ⅱ

松崎 文雄

集中
(火3,4)

井垣 達吏

松田 道行

集中１



後期

10月 8日 (火)

10月29日 (火)

11月12日 (火)

11月19日 (火)

12月 3日 (火)

12月10日 (火)

12月17日 (火)

1月 7日 (火)

1月14日 (火)

4月18日 (木)

4月19日 (金)

5月16日 (木)

5月17日 (金)

5月23日 (木)

5月24日 (金)

5月30日 (木)

5月31日 (金)

6月 6日 (木)

6月 7日 (金)

6月13日 (木)

6月14日 (金)

6月20日 (木)

6月21日 (金)

10月10日 (木)

10月11日 (金)

10月24日 (木)

10月25日 (金)

11月 7日 (木)

11月 8日 (金)

11月14日 (木)

11月15日 (金)

11月28日 (木)

11月29日 (金)

12月 5日 (木)

12月 6日 (金)

12月12日 (木)

12月13日 (金)

講義
コード

1018000

1033000

1016000

1017000

1022000

1023000

1024000

Global Frontier
in Life Science A ２ 水2

福間 真悟

集中
（火2）

集中
(木4)
(金3,4)
3 クラス

金2

Basic English Discussion
in Life Science II*1

HEJNA, James

垣塚 彰

１

鈴木 孝禎

今村 博臣

HEJNA, James

垣塚 彰

王 丹

近藤 武史

亀井 謙一郎

WOLTJEN, Knut

西浜 竜一

豊島 文子

CARLTON, Peter

今城 正道

粂田 昌宏

集中
(木3,4)

(金3,4,5)
5 クラス

１

Advanced Molecular
and Cell Biology Ⅱ

Advanced Molecular
and Cell Biology Ⅰ

２

山岡 尚平

HEJNA, James

北島 智也

HEJNA, James

原田 浩

酒巻 和弘

見学 美根子

１

山岡 尚平

メディアセンター
南館201

金2

GERLE, Christoph

PACKWOOD, Daniel

平山 祐

Basic English Discussion
in Life Science I *1

Global Frontier
in Life Science B

学年 授業科目 担当教員

単位数 開講年度・予定日

教室
必修 選択

2019 年度
予定日(曜日)

前期

藤田 尚志

先端科学研究棟
小セミナー室

先端科学研究棟
小セミナー室

先端科学研究棟
小セミナー室

医学・生命科学総
合研究棟
セミナー室A

先端科学研究棟
セミナー室

メディアセンター
南館201

Ⅰ
又は
Ⅱ

粂田 昌宏

千坂 修

千坂 修

HEJNA, James

Cancer Biology 水2
10:00～

２
原田 浩

吉村 成弘

千坂 修

日下部 杜央

伊福 健太郎

２

寺井 健太



後期

１

*1 Basic English Discussion in Life Science I 及びⅡは、クラス分けを行うため、事前登録が必要。

*2

研究倫理・研究公正(生命系) について

（大学院共通科目の0.5単位科目）
・ 「知的財産」（前期集中）

・ 「アントレプレナーシップ入門」（前期集中）

・ 「学術研究のための情報リテラシー基礎　」（前期集中）

なお、上記以外の大学院共通科目は、従前どおり修了単位として認めない。

1035000

1034000

1038000

講義
コード

Cellular & Molecular
Neuroscience *2

１
集中

(火9:00
～10:30)

碓井 理夫

HEJNA, James

影山 龍一郎

松崎 文雄

上村 匡

海外研究プロジェクト１

ゲノム生命科学特論

実験系研究者向けの
数理・統計・計算生物学

・開講日などの詳細はKULASIS、または国際高等教育院・大学院共通科目群のHP
（http://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/for-internal/daigakuin/kyotsu）を確認。

寺井 健太

今吉 格

１ （第4 or 5）月5

H31年度
不開講

９月上旬

見学 美根子

Cellular & Molecular Neuroscience の履修にあたっては、Advanced Molecular and Cell Biology Ⅰ及びⅡを既に履修していることが望
ましい。なお、当該科目は、博士後期課程の学生も受講することを推奨する（ただし、修了に必要な単位とはならない）。

指導教員 随時

鈴木 裕輔

垣塚 彰

１
山野 隆志

集中

山本 拓也

平島 剛志

本田 直樹

上村 匡

近藤 武史

三好 知一郎

服部 佑佳子

学年 授業科目 担当教員

単位数 開講年度・予定日

教室
必修 選択

2019 年度
予定日(曜日)

前期

Ⅰ
又は
Ⅱ

平成31年4月修士課程入学者より「研究倫理・研究公正（生命系）」（前期集中・0.5単位）と大学院共通科目の0.5単位科目と併
せて1単位を修了単位として認める。

医学部F棟111
セミナー室

医学・生命科学総
合研究棟
セミナー室A



(自専攻必修科目)

統合生命科学専攻

* 「特別実験及び演習(半期5 単位)」から科目名変更。平成29年度以前入学者は、従前どおりの取扱いとなるため、

「特別実験及び演習」を半期5 単位×4 期 ＝ 計20 単位修得すること。

高次生命科学専攻

* 「特別実験及び演習(半期5 単位)」から科目名変更。平成29年度以前入学者は、従前どおりの取扱いとなるため、

「特別実験及び演習」を半期5 単位×4 期 ＝ 計20 単位修得すること。

学年

Ⅰ

Ⅱ

学年

Ⅰ

Ⅱ

随時

随時

随時

随時

後期

2019 年度

開講年度

授業科目 担当教員

単位数

必修

特別実験及び演習Ｃ
統合生命科学
専攻担当教員

授業科目 担当教員

単位数

必修 選択

５

特別実験及び演習Ｄ
統合生命科学
専攻担当教員

５

特別実験及び演習Ａ
統合生命科学
専攻担当教員

５

特別実験及び演習Ｂ
統合生命科学
専攻担当教員

開講年度

2019 年度

随時

随時

随時

随時

後期

随時

随時

随時

随時

５

前期

随時

選択

特別実験及び演習Ａ
高次生命科学
専攻担当教員

５

特別実験及び演習Ｂ
高次生命科学
専攻担当教員

５

随時

随時

随時

前期

特別実験及び演習Ｃ
高次生命科学
専攻担当教員

５

特別実験及び演習Ｄ
高次生命科学
専攻担当教員

５



8.博士後期課程の修了要件等について 
 

1 修了要件 

博士後期課程に 3 年以上在学して研究指導を受け所定の科目につき 10 単位以上を修得し、かつ、本研究

科の行う博士論文の審査及び試験に合格すること。 
博士後期課程修了に必要な単位数は、現行の各分野が行う特別演習8単位に加えて、研究科共通必修科目

（先端生命科学）１単位と研究科共通選択科目１単位の合計 10単位とする。 
 

■研究指導 

本要覧の京都大学大学院生命科学研究科の組織（専攻・講座・分野一覧）(pg.9)に掲げる研究内容について

先端的生命科学研究を推進し、21 世紀の社会に貢献できる人材を養成するための研究指導を行います。こ

のために生物が示す多彩な生命現象を高次機能として捉え、その高次機能を追求する研究指導を行います。

これら研究指導の一環として次表に掲げる特別セミナーを開設します。博士後期課程に3年以上在学して研

究指導を受け所定の科目につき 10単位を修得した場合、研究指導認定を行います。 
 

■統合生命科学専攻 

遺伝機構学特別セミナー Seminars for Gene Mechanism 
 遺伝子機能と細胞機能を結びつけるための主要な概念と研究方法について研究論文などを

もとに議論し、関連分野の理解を深める。また、各自の研究データについて報告・討論し、
研究内容の向上とプレゼンテーション能力の向上をはかる。 

多細胞体構築学特別セミナー Seminars for Cell and Developmental Biology 
 多細胞体構築学、細胞認識学、細胞シグナル学などのテーマについて、論文などをもとに議

論し、関連分野の理解を深める。また、各自の研究データについて報告・討論し、研究内容
の向上とプレゼンテーションの向上をはかる。 

細胞全能性発現学特別セミナー Seminars for Plant Gene and Totipotency 
 最新の分子生物学(特にゲノム生物学)、分子細胞生物学の現状を論じ、細胞の全能性を分子

レベル、細胞レベル、個体レベルで解析する研究を紹介するとともに、問題点を整理し、新
たな研究の展開を議論できるよう実習する。 

応用生物機構学特別セミナー Seminars for Applied Molecular Biology 
 生物の環境応答機構，形質発現ならびに物質生産に関して、最新の話題を取り上げ解説及び

討論を行うとともに、この分野の研究発展の方向性及び将来の応用的局面について討論す
る。 

環境応答制御学特別セミナー Seminars for Molecular Mechanisms of Responses to Environmental Stimuli 
 生物の示す多様な内的・外的環境への応答とその機構に関する分野において、最先端の話題

をとりあげて、専門分野にとらわれない幅広い視点から解説・討論を行う。 

生体構造解析学特別セミナー Seminars for Molecular and Developmental Biology 
 DNA、タンパク質および細胞内構造の動的変化とその機構の諸問題をテーマにして、論文

をもとに議論し理解を深める。同時に、各自の研究データを報告し、討論を通じて研究内容
の向上をはかる。 

細胞機能動態学特別セミナー Seminars for Mammalian Molecular and Cellular Biology 
 免疫応答、神経の分化に関わる細胞の挙動の制御機構を分子・細胞・個体の各レベルで論議

する。 

 

  



 

■高次生命科学専攻 

認知情報学特別セミナー Seminars for Molecular and Systems Biology 
 単分子スペックル法や超解像顕微鏡 IRIS といった、分子を直接可視化するイメージング技

術を用い、生体の物理ストレスや薬剤･生理活性物質への応答を捉える研究手法を概説する。
動的な生命システムと個々の分子活性との連関についての定量的理解についても討論する。 

体制統御学特別セミナー Seminars for Animal Development and Physiology 
 体制統御の遺伝的制御に関する最新の情報を取り上げ、幅広い視点から解説・討論を行う。

高次生命体の構築機構から細胞分化・増殖異常による癌、免疫疾患、遺伝病、成人病などの
病態を分子生物学的に把握する研究手法について概説する。 

高次応答制御学特別セミナー Seminars for Molecular Mechanisms of Signal Transductions 
 高次生命体の遺伝情報及び応答機構の異常は、癌や自己免疫疾患、成人病を発症するに至

る。種々の因子による細胞の増殖機構、免疫系の自己・非自己の識別機構等の生体の基本的
な応答機構、及び癌、免疫疾患、遺伝病、成人病等の生体の異常機構を解説し討論を行う。 

高次生体統御学特別セミナー Seminars for Functional Biology 
 生理的条件および各種病態での細胞内での恒常性の維持機構とその破綻に関して、最新の

情報を取り上げ、幅広い視点から解説・討論を行う。 

生命科学教育学・遺伝学特別セミナー Seminars for Biology Education and Heredity 
 真核細胞がゲノム機能を維持する機構と、有性生殖を介してゲノム情報を次の世代に継承す

るプロセスのメカニズムについて論ずる。また、研究報告会で各自のデータを議論し、サイ
エンスにおける批判的思考力（critical thinking）を養う。 

システム生物学特別セミナー Seminars for Theoretical and Systems Biology 
 細胞生物学、発生生物学、神経科学、腫瘍学など幅広い領域の生命科学・医学の事象を対象

に、画像解析および数理モデルを手法とした研究のアプローチについて解説・討論を行う。 

ゲノム生物学特別セミナー Seminars for Genome Biology 
 ゲノム情報の維持やDNAの損傷応答と修復、およびがん細胞の放射線抵抗性に影響を及ぼ

す細胞内外の要因に焦点を当て、分子・細胞・動物レベルの研究を通じて関連分野の理解を
深める。また、各自の研究データについて報告・討論し、研究力とプレゼンテーション能力
の向上をはかる。 

高次生体機能学特別セミナー Seminars for Mammalian Regulatory Network 
 高次生命体における細胞制御、遺伝子応答、ウイルス等による発がん機構、免疫応答、DNA

損傷応答等の原理、更にモデル動物を用いた情報処理機構の原理について論ずる。 

 

2 単位の認定、成績評価の基準、成績の異議申し立てについて 

1） 単位の認定 
単位の認定は、履修した科目の成績によって認定されます。履修登録していない科目の認定はされません。

「特別演習」以外の科目を複数回履修した場合は、修得年度が最も早い単位のみ修了に必要な単位として認

めます。 

2） 成績評価の基準 
成績評価の基準は、各科目の開講時に担当者より説明します。本研究科では、①優・良・可・不可、②評

点（100～0 点）、③合格・不合格で成績評価を行っており、①不可、②60 点未満、③不合格の場合は、単

位が認定されません。 
【参考】「優」は 80点以上、「良」は 70点以上、「可」は 60点以上、「不可」は 60 点未満 
 



3） 履修登録 
前後期の定められた期間にKULASIS にて履修登録を行ってください。なお、「統合生命科学特別演習」・

「高次生命科学特別演習」については、予め設定していますので、履修登録の際必ず確認してください。 

4） 成績の異議申し立て 
授業科目の成績評価に対する異議申し立てを行う場合は、学業成績確認期間内に、所定用紙（KULASIS

に掲載）を生命科学研究科教務掛に提出してください。①採点の誤記入等、明らかに担当教員の誤りである

と思われるもの、②シラバス等により周知されている成績評価の方法などから、明らかに採点方法につい

て疑義があるものについて受付を行います。 
 

3 海外留学の単位について 

外国の大学院に留学しその大学院における生命科学関係の大学院レベルの科目履修を希望し、修得した単

位について本人から本研究科における授業科目を履修したものとして取り扱うことの願い出があった場合

は、単位認定されることがあります。ただし、留学前に申請及び許可されることが必要となります。手続

きに時間を要しますので、出発の３ヶ月前には申請書類の提出をするようにしてください。なお、修了に

必要な単位として認定されませんので、注意してください。詳細は教務掛で確認してください。 
 

4 他研究科の科目履修について 

他研究科科目の履修を希望する場合は、指導教員の承認を得たうえで、所定日までにKULASIS にて聴講

申請を行ってください。他研究科がKULASISにて聴講を受付けていない場合は、「他研究科聴講願」（様式

はKULASIS に掲載）に指導教員の承認印を得て生命科学研究科教務掛へ提出してください。なお、他研究

科科目は修了に必要な科目及び単位数として認定されませんので、注意してください。 
 

5 全学共通科目大学院共通科目群・大学院横断教育科目群科目の履修について 

全学共通科目大学院共通科目群及び大学院横断教育科目群とは、大学院学生を対象に、専門以外に素養と

して備えておくべき知識・技能の教授を目的として平成 30 年度から開講される科目です。当該科目（本研

究科提供科目を除く。）の履修を希望する場合は、「全学共通科目履修の手引き」を参照のうえ、申込期間中

に所定の手続きを行ってください。なお、本プログラム科目は修了に必要な科目及び単位数として認定さ

れませんので、注意してください。 
 

6 博士学位論文について 

  博士学位論文の提出についての詳細は「12.博士学位論文の提出について（pg.87）」を審査基準については

「13.学位審査について（pg.88）」を参照してください。 

 



（研究科共通科目） 担当教員の太字：コーディネーター

後期

12月17日 (火)

12月24日 (火)

1月 7日 (火)

1月14日 (火)

6月25日 (火)

7月 2日 (火)

7月 9日 (火)

7月16日 (火)

4月12日 (金)

4月19日 (金)

4月26日 (金)

5月10日 (金)

5月17日 (金)

5月24日 (金)

5月31日 (金)

6月 7日 (金)

6月14日 (金)

6月21日 (金)

6月28日 (金)

7月12日 (金)

7月19日 (金)

7月26日 (金)

‧ 修了に必要な単位として「生命科学キャリアパス」及び「生命科学英語」から、１単位以上修得する必要がある。

以下の科目は増加単位として認定

後期

4月 9日 (火)

4月23日 (火)

5月14日 (火)

5月21日 (火)

5月28日 (火)

6月 4日 (火)

6月11日 (火)

10月 8日 (火)

10月10日 (木)

10月29日 (火)

10月31日 (木)

11月 5日 (火)

11月 7日 (木)

11月12日 (火)

11月14日 (木)

11月19日 (火)

11月28日 (木)

12月 3日 (火)

12月 5日 (木)

12月10日 (火)

12月12日 (木)

1

‧ Advanced English Discussion and Writing in Life Science I 及びII は、クラス分けを行うため、事前登録が必要。

学年
講義
コード

授業科目

10.博士課程授業科目一覧

開講年度・予定日
講義
コード

5003000

5005000

5006000

5009000

予定日(曜日)

生命科学キャリアパス １
集中

(火3,4)

授業科目

先端生命科学(Frontier
in Life Sciences)

渡邊 直樹

平野 達也

村山 正宜 

学年 担当教員

単位数

必修 選択

佐藤 守俊

池ノ内 順一

1HEJNA, James

集中
（金13:00
～15:00）
6人×2
クラス

先端科学研究棟
小セミナー室

‧ 修士課程配当科目「Cellular & Molecular Mechanisms in Neural Development and Regeneration」は、博士後期課程の学生も受講することを
　推奨する（ただし、修了に必要な単位とはならない）。

岡田 康志

水島 昇

岩崎 信太郎

１

集中
(火3,4)
3人×2
クラス

先端科学研究棟
小セミナー室

海外研究プロジェクト２

片山 高嶺

垣塚 彰

仙石 慎太郎

天野　麻穂

中原　剣

1

生命科学英語

指導教員 随時

集中
(火3,4)

5010000

Ⅰ
又は
 Ⅱ

又は
Ⅲ

Ⅰ
又は
 Ⅱ

又は
Ⅲ

教室
必修 選択

2019 年度
予定日(曜日)

前期

教室

先端科学研究棟
セミナー室

農学・生命科学
研究棟
セミナー室2

医学・生命科学総
合研究棟
セミナー室B

2019 年度

前期

Advanced English
Discussion and Writing in Life
Science I

Advanced English
Discussion and Writing in Life
Science II

１CARLTON, Peter

HEJNA, James

集中
(火5,木5)
3人×2
クラス

担当教員

単位数 開講年度・予定日



(自専攻必修科目)

統合生命科学専攻

* 半期4 単位×2 期 ＝ 計8 単位修得する必要がある。

*

高次生命科学専攻

* 半期4 単位×2 期 ＝ 計8 単位修得する必要がある。

* 平成26 年度まで開講していた「高次生命科学特別演習（通年・8 単位）」は、半期ごとの科目「高次生命科学特
別演習（前期/後期・各４単位）に分割されたため、平成26 年度以前入学者は、「高次生命科学特別演習（前期/
後期・各４単位）」を必要単位数分修得すること。

随時

後期

2019 年度

開講年度

随時

後期

2019 年度

開講年度

各期４

Ⅰ又は
Ⅱ又はⅢ

統合生命科学特別演習 各期４

学年 授業科目

単位数

必修

統合生命科学
専攻担当教員

担当教員

高次生命科学
専攻担当教員

平成26 年度まで開講していた「統合生命科学特別演習（通年・8 単位）」は、半期ごとの科目「統合生命科学特
別演習（前期/後期・各４単位）に分割されたため、平成26 年度以前入学者は、「統合生命科学特別演習（前期/
後期・各４単位）」を必要単位数分修得すること。

随時

前期

随時

Ⅰ又は
Ⅱ又はⅢ

高次生命科学特別演習

学年 授業科目

単位数

必修
担当教員

前期



13.学位論文審査について 
 

学位論文審査については、内規により次のとおり定めています。 
 
１ 修士論文の審査基準 

(1) 審査は、本研究科の教員からなる 3名の審査委員（主査 1名、副査 2名）があたる。ただし、主査は（主）

指導教員が行う。 

(2) 審査委員の選考・決定は、専攻会議で行う。 
(3) 各審査委員は、審査論文に対し、 以下の基準において、合否の判定を行う。 

合 格: 生命科学に関する幅広い学識、専攻分野における優れた研究能力、そして生命科学の理解・

発展に寄与する新しい発見もしくは試みが示されており、論理的かつ一貫性をもって記述さ

れていること。 
不合格: 審査論文の内容が京都大学大学院生命科学研究科の修士（生命科学）の学位として相応しい

レベルに達していないと判断したもの。 
(4) 審査の合否判定は研究科会議で行う。 

 
２ 博士論文の審査基準 

(1)審査は、3名の調査委員（主査 1名、副査 2名）と 1名もしくは 2名の専門委員があたる。学生の所属

分野に教授がいる場合はその分野の教授が主査を行う。教授が不在の場合は、（主）指導教員が、大講座

の教授、専攻長等に主査を依頼する。 
(2)調査委員・専門委員の選考・決定は、研究科会議で行う。 
(3)各調査委員・専門委員は、審査論文の内容と審査論文に関する公聴会の発表・質疑応答の内容に対し、 

以下の基準において、合否の判定を行う。 
合 格: 生命科学に関する高度で幅広い学識、専攻分野における優れた研究能力、そして生命科学の

理解・発展に寄与する新しい発見もしくは概念等が示されており、論理的かつ一貫性をもっ

て記述されていること。 
不合格: 審査論文と公聴会の内容が京都大学大学院生命科学研究科の博士（生命科学）の学位として

相応しいレベルに達していないと判断したもの。 
(4)公聴会の終了後、調査委員・専門委員は会議を行い、合格と判断した論文を博士論文審査に合格した論

文として、研究科会議に報告する。 
(5)上記の報告を受け、研究科会議は、合否の最終判断を研究科会議の構成メンバーによる記名投票により

決する。 
 
 ※「学位論文に係る評価基準」については pｇ.8を参照してください。 
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